
●
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
～
公

共
施
設
再
編
に
つ
い
て
～

Ｑ　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

公
共
施
設
再
編
計
画
第
２
期
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
に
当
た
り
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

Ａ　
建
設
費
の
高
騰
や
防
衛
補

助
な
ど
、
特
定
財
源
の
見
通
し
が

不
透
明
な
こ
と
な
ど
に
よ
る
財
源

の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
財
政
負

担
の
縮
減
や
平
準
化
に
留
意
し
、

計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
地
産
地
消
を
進
め
る
学
校
給
食

や
農
業
施
策
に
つ
い
て
～
有
機
給

食
を
進
め
る
に
は
～

Ｑ　
地
産
地
消
の
学
校
給
食
を

進
め
る
た
め
の
考
え
は
。

Ａ　
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
さ
が
み
間

の
仕
組
み
に
よ
り
、
市
内
産
農
畜

産
物
の
販
路
は
限
定
的
と
な
っ
て

あ
や
せ
未
来
会
議　
畑
井　
陽
子

公
共
施
設
再
編
は
地
域
の
核
で

あ
る
学
校
を
軸
に
考
え
な
い
か

�

成
田　
龍
二

感
染
症
の
症
状
を
発
信
す
る
際

の
情
報
源
の
認
識
を
問
う

公
明
党　
　
　
内
山　
恵
子

全
世
代
の
健
康
寿
命
延
伸
に
向

け
て
健
診
や
予
防
策
の
充
実
を

志
政
あ
や
せ　
武
藤　
俊
宏

市
民
と
課
題
や
対
策
を
共
有
し

交
通
事
故
ゼ
ロ
社
会
の
実
現
を

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

市の木「やまもみじ」

●
健
康
寿
命
の
延
伸
対
策
に
つ
い

て
Ｑ　
特
定
健
診
受
診
年
齢
よ
り

若
い
世
代
へ
の
施
策
と
課
題
は
。

Ａ　
37
歳
を
除
く
35
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、

市
独
自
に
健
康
診
査
を
実
施
し
、

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が
あ
る
方

に
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に

よ
る
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

受
診
率
の
低
さ
が
課
題
で
あ
る
た

め
、
保
険
年
金
課
窓
口
に
健
康
測

定
機
器
を
常
設
し
、
自
身
の
健
康

へ
の
気
づ
き
を
促
す
ほ
か
、
令
和

８
年
度
か
ら
は
、
対
象
者
を
35
歳

●
市
民
と
と
も
に
交
通
事
故
の
減

少
に
向
け
た
安
全
対
策
と
状
況
に

つ
い
て

Ｑ　
自
転
車
乗
車
中
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
非
着
用
や
、
携
帯
電
話
の
使

用
に
よ
る
死
亡
・
重
傷
事
故
の
傾

向
と
年
齢
構
成
は
。

Ａ　
公
益
財
団
法
人
交
通
事
故

総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
時
の
致
死
率
は
非
着

用
時
の
４
分
の
１
に
な
る
と
分
析

し
て
い
る
。
ま
た
、
警
察
庁
の
報

告
で
は
、
令
和
６
年
に
全
国
で
発

生
し
た
自
転
車
乗
車
中
の
携
帯
電

話
使
用
に
よ
る
死
亡
・
重
傷
事
故

●
市
民
へ
の
感
染
症
の
症
状
の
伝

達
と
行
政
の
限
界
に
つ
い
て

Ｑ　
米
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
研
究
所
由
来
の
人
工

ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
と
の
見
解
を
公

表
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
ビ
ジ

ネ
ス
で
活
用
さ
れ
る
リ
ス
ク
へ
の

対
応
が
必
要
だ
が
、
市
は
、
国
や

県
と
異
な
る
見
解
は
周
知
で
き
な

い
と
し
た
。
一
方
、
ニ
ン
バ
ス
の

症
状
を
「
カ
ミ
ソ
リ
で
喉
を
切
ら

れ
た
よ
う
な
激
痛
」
と
し
た
一
部

報
道
か
ら
引
用
し
た
表
現
は
な
ぜ

使
用
で
き
る
の
か
。

Ａ　
衛
生
研
究
機
関
や
医
療
機

関
が
、
特
に
目
立
つ
喉
の
痛
み
の

症
状
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た

め
用
い
た
表
現
で
、
医
師
会
に
も

確
認
が
取
れ
た
た
め
使
用
し
た
。

●
部
活
動
の
教
育
的
意
義
に
つ
い

「
表　
決
」

「
表　
決
」

表
決
と
は
、
議
会
の
意

思
決
定
に
議
員
が
参
加
す

る
た
め
の
手
段
で
、賛
成
、

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

表
決
の
方
法
に
は
、
大

別
す
る
と
議
長
が
議
題
に

関
し
て
賛
成
す
る
者
を
起

立
さ
せ
、
そ
の
多
少
を
認

定
し
て
行
う
「
起
立
表

決
」
と
起
立
者
の
多
少
を

認
定
し
が
た
い
場
合
に
行

う「
投
票
に
よ
る
表
決
」、

議
長
が
異
議
の
有
無
を
諮

る
「
簡
易
表
決
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
本
市
議
会

に
お
い
て
は
、
通
常
「
起

立
表
決
」と「
簡
易
表
決
」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
議
長
が

表
決
を
と
る
こ
と
を
「
採

決
」
と
い
い
、
表
決
の
結

果
得
ら
れ
た
議
会
の
意
思

決
定
（
例
え
ば
可
決
、
否

決
、
同
意
な
ど
）
を
「
議

決
」
と
い
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、「
表
決
」
は
、

議
会
の
審
議
過
程
に
お
け

る
最
終
手
続
に
な
り
ま
す
。

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の

　
　
ミ
ニ
知
識

　
　
ミ
ニ
知
識

い
る
が
、
地
産
地
消
と
生
産
者
の

販
路
確
保
、
地
域
農
業
の
振
興
に

つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

学
校
給
食
の
食
材
は
、
栄
養
士
が

一
食
当
た
り
の
単
価
を
基
準
に
選

定
し
て
い
る
が
、
物
価
高
騰
が
地

産
地
消
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
価
格
面
や
供
給
面

で
の
課
題
解
決
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ　
有
機
給
食
の
実
現
に
向
け

て
、
課
題
の
洗
い
出
し
や
研
究
を

進
め
て
い
か
な
い
か
。

Ａ　
有
機
農
産
物
を
使
っ
た
学

校
給
食
の
提
供
に
は
、
価
格
、
規

格
や
品
質
の
ほ
か
、
必
要
な
量
の

安
定
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

市
内
農
業
の
現
状
か
ら
調
達
困
難

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
有

機
給
食
の
意
義
や
実
施
方
法
な
ど

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

て
Ｑ　
熊
本
市
で
は
、
教
職
員
や

地
域
人
材
の
中
か
ら
希
望
者
が
指

導
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
部
活
動

を
継
続
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
指

導
者
数
に
合
わ
せ
部
活
動
を
配
置

し
て
い
く
ほ
か
、
人
材
バ
ン
ク
を

通
し
て
集
ま
っ
た
指
導
者
へ
対
価

を
支
払
う
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、

指
導
者
、
保
護
者
や
生
徒
が
活
動

内
容
な
ど
を
協
議
す
る
場
を
設
け

て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
新
し
い

部
活
動
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、

学
校
部
活
動
を
主
軸
と
し
て
維
持

す
る
考
え
だ
が
、
市
の
方
針
は
。

Ａ　
持
続
可
能
な
活
動
環
境
の

確
保
を
目
指
し
、
地
域
と
学
校
が

協
働
し
生
徒
の
活
動
機
会
を
支
え

る
体
制
構
築
を
進
め
、
部
活
動
の

地
域
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

か
ら
39
歳
ま
で
の
全
て
の
被
保
険

者
へ
拡
大
し
、
生
活
習
慣
病
予
防

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
定
期
接
種
の

接
種
者
数
は
。

Ａ　
令
和
６
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
者
総
数
は
、
５
年
度

と
比
較
し
１
，
５
１
０
人
増
の

１
，
９
２
６
人
で
、
定
期
接
種
の

接
種
者
総
数
は
、
３
３
５
人
増
の

６
４
１
人
で
あ
る
。

Ｑ　
市
民
プ
ー
ル
整
備
の
進
捗

状
況
は
。
ま
た
、
健
康
施
設
と
い

う
視
点
で
、
中
心
市
街
地
に
市
民

プ
ー
ル
を
作
ら
な
い
か
。

Ａ　
公
共
施
設
再
編
計
画
を
踏

ま
え
、
総
合
的
に
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
ほ
か
、
建
設
費
や
維
持
管

理
費
な
ど
多
く
の
事
業
費
を
要
す

る
た
め
、
規
模
と
財
源
を
熟
慮
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
具
体
的

な
建
設
候
補
地
は
未
定
で
あ
り
、

慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

件
数
は
28
件
で
、
10
年
前
と
比
較

し
４
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

直
近
５
年
間
の
合
計
は
１
１
４
件

で
、
全
体
の
75
％
が
20
代
以
下
の

若
年
層
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
区
画
線
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
な
ど
の
道
路
標
示
が
消
え
て
薄

く
な
っ
て
い
る
箇
所
の
補
修
要
望

へ
の
対
応
は
。

Ａ　
学
校
要
望
や
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
で
把
握
し
た
箇
所
に
優
先
順

位
を
つ
け
て
、
年
度
予
算
の
中
で

可
能
な
限
り
補
修
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
令
和
７
年
度
は
、
学
校

か
ら
の
要
望
が
36
カ
所
あ
り
、
８

年
度
か
ら
２
カ
年
で
補
修
が
完
了

す
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
通
学
路
で
も
あ
る
深
谷
神

社
前
交
差
点
へ
の
歩
車
分
離
式
信

号
設
置
要
望
に
対
す
る
進
捗
は
。

Ａ　
大
和
警
察
署
か
ら
県
公
安

委
員
会
へ
上
申
さ
れ
、
現
在
、
歩

車
分
離
式
信
号
機
の
設
置
に
向
け

て
、
継
続
し
て
検
討
し
て
い
る
と

回
答
を
得
て
い
る
。

１月28日、「県央八市議会議員合同研修会」に参加しました
＜綾瀬市オーエンス文化会館にて＞

令和 8年（2026年） 2 月 第210号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 4）


